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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
戦前・戦中・戦後を通じて半世紀以上の教鞭実績を有する国語科教師であった大村はまの
単元学習論については、これまで、主として国語科教育の枠内で数々の先行研究が蓄積され
てきた。しかし、それらの研究は、国語科という教育実践の内容論的ないし方法論的解明の
研究にその射程が限定されている傾向にあり、それゆえに、大村の単元学習論の全体構造や
それが持つ教育学的意義が十分に解明されてきているとは言いがたい状況にある。より具体
的には、次の 2点の課題を先行研究は抱えている。第一に、大村が構成してきた単元学習と
いう教育形態の原理がいまだに解明されていないということである。本来、単元学習という
教育形態は、その内容論的ないし方法論的特徴を超えて、教育目的論や教育空間論といった
原理的観点の問いも包含して成立している。しかし、これまでの研究では、この点が十分に
焦点化されておらず、大村の単元学習が持つこれらの原理的諸特徴が十分に解明されてはこ
なかった。第二に、大村の単元学習の構成過程が潜在的に有している新たな教育実践を創出
するための理論的な発想が、また十分に析出されていないということである。大村の単元学
習は、それ以前の様々な教育理論や実践に触発されつつ構成されてきた教育実践なのである。
この実践の構成に至る過程は、単元学習という新たな教育実践の地平が、大村という一人の
国語科教師の学びを基にして創出されてきた事態として捉えることができるものである。そ
うであるならば、大村の単元学習の構成過程を精緻に分析することを通して、それに伴う教
師の学び論と新たな教育実践の創出という事態への原理的な究明もなされるはずなのであ
る。 
こうした研究状況にあって、本研究が、これまでの先行研究が国語科の教育実践の枠内に
止まっていたことで十分に問われずにきた大村の単元学習の構成過程について、原理的ない
し哲学的視点からそれを俯瞰的に問い直すことを課題としたことは高く評価することがで
きる。こうした課題の独自の究明により本研究が析出した「カリキュラム意識」概念によっ
て、大村の単元学習という教育実践は結実したのである。一国語教師大村はまの単元学習を
超える新たな教育実践を創出するためには、この「カリキュラム意識（教師の学び）」概念
のさらなる精緻化がそこになお求められるとしても、現時点における本研究の学術的価値は
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いささかも損なわれてはいないし、今後の研究の展開にも寄与するものである。 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
